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安全保障輸出管理について



安全保障輸出管理とは

・安全保障輸出管理とは、日本を含む国際社会における平和と安全の維持
を目的として、武器や軍事転用可能な物・技術などが、核兵器等の大量破
壊兵器の開発を行っている懸念国やテロリスト集団などの手に渡さないよ
うにするため、武器そのものを含めて輸出規制を行うための法制度です。

・日本では外国為替及び外国貿易法（通称：外為法）に基づき施行されて
います。

・大学においては、留学生受け入れや技術提供（スーパーコンピュータ）
などが該当し、違反すると刑事罰や行政制裁が科されることがあります。



安全保障輸出管理の対象とは



例として

・外国籍で来日から６か月未満の人
（日本国内で勤務する人除く）

・海外に転勤、留学した人（海外在住の日本人）

《注意点》
・国籍が「日本」でも海外居住者は申請の対象です。
・一時帰国の人（6か月未満の滞在）の場合も申請対象です。

申請の基準でよくわからない場合は下記までお問い合わせください。
kyodo@itc.nagoya-u.ac.jp



手続きの流れ（申請手続きはセンターで行います）
申請者の履歴書、職務経歴書を揃え、センターに提出
↓

１次審査申請（学術研究・産学官連携推進本部）
↓

（約2週間）承認
↓

2次審査申請（学術研究・産学官連携推進本部）
↓

（約2週間）承認
↓

センターにてアカウント作成、承認書発行（申請者に郵送）
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